
2023 Japan National Team Report ” 国代表”  

報 告 者 氏 名 藤田 陽子 

大 会 名 2023 Optimist World Championship 

開 催 地 スペイン（コスタブラバ） 

大 会 期 間 2023年6月15日～25日 

 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく客観的な立場から、詳細に記入して下さい  

3.  大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい 

 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ） 

2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい 

 

 

開催地域の様子 

バルセロナから2時間ぐらい北にいった、田舎のリゾートエリアでした。 

日中の日差しはきついですが、朝夕は涼しかったです。日が落ちるのが、夜中の22時ぐらいと、 

とても遅かったです。 

宿泊場所 ビーチの目の前の、とても大きなキャンプ場で、バンガロー内にキッチンがあり、敷地内にスーパーもあり、 

なんでもそこでそろえる事ができる、便利な所でした。 

 

大会の対応は 

波と風で、4日もレースができなかったのに、朝早い時間に出艇するなどの対応はなく、 

個人の決勝レースよりも、予選上位の16か国しか参加できないチームレースを優先したので、 

参加できない多くの国から、不満がでていました。 

 

選手たちの 

 コンディションは？ 

 

移動時間が長かったので、着いた翌日は、少し疲れている子もいましたが、それ以降は大きな病気やケガ 

もありませんでした。 

 

 

役員として気をつけた

ことは？ 

 

待機時間が長くなった時は、用意していたおにぎりは、コーチボートと一緒に離れたハーバーに先に移動していたの

で、急遽日本食のお昼ご飯を作ったり、男子選手ばかりで、部屋の中がすぐちらかっていたので、片づけるよう声か

けをするようにしました。 

 

海外の選手を見て感じ

たことは？ 

 

ヨーロッパの選手達は、他の国の選手達と、一緒にレースする機会が多いので、レース慣れしているように 

思います。日本の選手達は、スタート後うもれがちだったので、もっとレース経験が必要だと感じました。 



 

日本の選手を見て感じ

たことは？ 

 

部屋にこもりがちだったので、もう少し積極的に、海外の選手達と交流してほしいと思いました。 

 

Spare day の過ごし方

は？ 

 

大会期間中は、どこにも行けなかったので、最終日空港に行く前に、バルセロナでサクラダファミリアを観光しまし

た。 

 

日本チームとして 

の課題 

 

前入りした練習2日間は、すごく強風でしたが、大会が始まると、全然風が変わってしまい、選手達も 

苦労しているようでした。現実的に帯同する保護者が難しいかと思いますが、もう何日か練習する期間が 

あればいいなと思いました。 

 

ＪＯＤＡへの要望 

特にありません。いつも、サポートありがとうございます。 

 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました         ＪＯＤＡ海外派遣委員会 

 

  


